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特集「磁気エレクトロニクスの

最近の進歩」の発行にあたって

（平成4年5月29日受理）

松　本　光　功＊

　信州大学工学部で定期的に発行している学術論文雑誌「信州大学工学部紀要」に，今園

から特定の課題について特集発行されることになった．その第1号に表記の課題が取り上

げられたことは，関連する研究者として喜びに耐えず，関係者に深く感謝する次第である．

　我国の磁気エレクトロニクスの研究と技術は，長い歴史に育まれて世界的にたいへん高

いレベルにあり，現在は世界の学会や業界を牽引する状況にある．信州大学工学部でも磁

気エレクトロニクスの研究が長年続けられ，現在これに携わる教官は7名である．この7

名という数は，我国の大学のうちで少なくとも5番目の中に入る数であろう．本学に画像

情報ネットワークが構築されるに伴って，これを利用した学内研究会の一つとして「磁気

エレクトロニクス研究会」が発足した．ここでは，学内研究考の発表の他に，国内外の著

名な研究者の講演も実施されている．平成3年度には，6回の研究会に234名の参加者が

あった．

　磁気エレクトロニクスという用語は本学部教官の造語であり，まだ一般に使われていな

い．一般には磁気工学，応用磁気学あるいはマグネティクスといわれる．この分野を大き

く分類すると，モータ，トランスを中心とするパワーマグネティクスと，コンピュータ記

憶装置を中心とする磁気記録技術すなわちコンピュータマグネティクスに大別される．そ

の間に横たわるのが磁気センサということができる．いずれも電子回路と深く共存し，エ

レクトロニクスとのインターフェイスが特に重要な意味をもつので，磁気エレクトロニク

スはまことに含蓄のある用語である．

　磁石のもつ甲鉄性や指向性は古くからよく知られ，その応用技術は産業発展を支えてき

た．近年の急激な半導体デバイスの進歩は，特に磁気記録や記憶装置の研究者に危機感を

抱かせ続けている．その原困は，磁荷と電荷を比較した場合，磁気は電子回路との接続，

磁束の閉じ込め，直線【生，光との相関性において，基本的に劣る面があるからである．現

実には，磁気記録技術は補完的な形で確実に今日も発展を続けている。磁気エレクトPニ

クス技術の課題は，いずれの磁気デバイスを問わず，高密度化，高感度化，小型化である．

　本特集号に寄せられた論文は，記録に関するもの3編，パワーマグネティクスに関する

もの1編，センサに関するもの2編から成っている．どの論文も，磁気の特長を利用し，

かつ上記の課題に挑戦する種類のもので，現時点の磁気エレクトロニクス研究の最前線に

位置する内容である．
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